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加茂小地域
Kamo

めざす地域像
加茂小地域には、加茂
遺跡があるなど、古の
時代からまちの営みが
脈々と続いており、私た
ちには後世へと伝承し
ていく使命があります。
また、最

さいみょうじ

明寺川にはホ
タルが飛び交い、フナが
泳ぐなど自然が残る中、
春には諸処に桃の花が
咲き乱れ、市の特産物で
あるいちじくや桃の栽
培が盛んな、資源があふ
れる地域です。
今後も先人から引き継
いだ歴史や自然を、地域
の誇りとして大切にし、
地域の輪を広げながら、
暮らしに生かしていき
ます。

ホタルが飛び交い、古
いにしえ

の浪
ロマ ン

漫漂う
　　　　　　　　　　　笑顔と躍動のまち　加

か も

茂

キャッチフレーズ

現 状 １ 地域の現況と人口推計
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人 口 構 成 将来人口推計

（住民基本台帳ベース）
人口全体を母数とする割合で表示

上段：加茂小地域　下段：市全体

　　　　　　（H23住民基本台帳）

( １) 位置と地勢
市の南部に位置する加茂小地域には、南北に県道尼
崎池田線が、東西に国道 176 号及び中国縦貫自動車
道が、北部には JR 福知山線が通っています。
北部の JR 川西池田駅周辺には大型商業施設などが集
積し、尼崎池田線周辺も商業が盛んです。
また一方、都市型近郊農業が営まれるなど、一部農地
が残っています。

( ２) 人口と世帯
人口は、平成 17 年の 11,663 人から平成 22 年の 11,334 人まで 5 年
間で 2.8％減少しました（全市では、0.1%増加しています）。
年齢別人口割合は、35~39 歳が最も多く、続いて 60~64 歳が多くなっ
ています。【左下図】
世帯数は、平成 18 年が 4,875 世帯、平成 23 年が 5,019 世帯と 5 年間
で 3%増加しています（全市では 6%増加しています）。
地域の将来人口を推計すると、10 年後の平成 34 年にはおおむね
10,700 人となり、5%ほど少なくなる可能性があります。【右下図】
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地域の主な資源・地域活動と意識
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市立加茂小学校

南花屋敷中央会館
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加茂ふれあい会館

川西南地域包括支援センター
総合福祉施設「ハピネス川西」

市営住宅加茂桃源団地
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南花屋敷第2公園

加茂1丁目公園

南花屋敷2児童遊園地

県立川西高等学校

①主な資源 ②主な地域活動

①定住意向

②施策の重要度・満足度
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　　　地域住民（N=81）
Q　これからも川西市に住み続
        けたいと思いますか？

　　　地域の中学生（N=50）
Q　おとなになっても川西市に住
        み続けたいと思いますか？

川西市地域別構想　平成 25（2013）年度～ 34（2022）年度

( ２) 市民意識調査（加茂小地域集計）

( １) 地域の主な資源・地域活動

8

現 状 ２

重点課題として、「高齢者の支援」や「交
通施設の整備」が挙げられています。ま
た、継続推進すべきこととして「防災力
の向上」「上水道の安定供給」などが挙
げられています。

「住み続けたい」「どちらかといえば住
み続けたい」と答えた地域住民は、78%
となっています。一方で、中学生は、
32％となりました。

・信号機、横断歩道での子ども
　の見守り
・夏・秋祭り
・配食サービス
・川西市Ｇ・Ｆ・Ｇ活動川西市
　花いっぱい大作戦登録
・公園の掃除
・防犯パトロール
・親睦バス旅行
・ゴミステーション管理



20

地域の課題とありたい姿 地域別懇談会で議論された主な内容

加茂小地域
Kamo

　暮 ら し

　安全安心

　生きがい

地域別懇談会のワークショップで議論された意見をもとに、加茂小地域のありたい姿と課題を生活のテー
マ（第５次総合計画における「暮らし」「安全安心」「生きがい」「つながり」の４つ）に整理・集約すると、
次のようになります。

◆…主な課題…◆
・地域の地勢から、東西の高低により坂道や狭あい道路が多く、舗装などの整備が必要である
・人口の増加している一部の地域において、交通量に対応した道路整備が必要である
・歩道が狭く、交通量が多いため、交通事故の危険性が高く、事故を未然に防ぐ工夫が必要である

◆…地域のありたい姿…◆
・地域から一旦転出した若い人が、また戻ってきて住みたいと思えるような地域にしたい
・いちじくや桃などの特産品、遺跡などの加茂小地域にしかない資源を、地域住民が大切にするまちにし
　たい
・年齢を問わずスポーツを楽しみ、元気に過ごすことができるまちにしたい
・スポーツやレクリエーションを盛んにして生きがいづくりに結びつけたい

◆…主な課題…◆
・地域住民の高齢化に伴い、地域での見守りが必要な人が増加しており、高齢者が外出する機会を増やす
　工夫が必要である
・空き地、空き家が増加傾向にあるため、防犯対策が必要である
・ペットのフンの放置など、自然環境や生活環境を損なう問題が増えているため、マナーの向上が必要で
　ある

◆…地域のありたい姿…◆
・地域の全ての高齢者が元気に過ごすことができるまちにしたい
・住民が安全で快適に生活できるよう、ルールの遵守、マナーの普及が進んだまちにしたい

◆…主な課題…◆
・一人親家族、共働き家族など様々な家族の形態が増えており、地域での対応が必要である
・子どもの遊ぶ空間が不足しており、安心して遊べる場所を確保する必要がある

◆…地域のありたい姿…◆
・子どもたちの笑顔があふれるような地域にしたい
・地域の祭りや伝統行事に多くの住民が参加するまちにしたい
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地域のありたい姿を実現するための取り組み 地域別懇談会で検討された主な内容

　つながり

市の主な関連する施策（参考）

　暮 ら し

　安全安心

　生きがい

　つながり

川西市地域別構想　平成 25（2013）年度～ 34（2022）年度

地域別懇談会のワークショップで議論された、加茂小地域のありたい姿を実現するための地域の取り組み
内容を整理すると、次のようになります。

・地域に直売所を設置する
・朝・夕方で最明寺川堤防散歩ロードをつくる

・元気な高齢者が自由に集まれる場所を設ける（喫茶店、飲食店）
・蛍を育て増やすプロジェクトの実施
・美しい自然と地域を保つ
・犬の散歩で訪れる人を見たら必ずあいさつをするとともに、犬のフンのない遊歩道にする

・子どもも大人も遊べる場を増やす
・鴨神社の夏祭り・秋祭りを大切にする

・地域行事への積極的な参加
・向こう三軒両隣を意識する
・会った時に、地域の大切な事柄を教え合う
・親睦バス旅行で三世代の交流を図る

・施策 2   道路や橋りょう安全性や機能性を高めます
・施策 3   交通安全の施設整備と啓発を行い、交通事故を減

らします
・施策 4   公園を利用しやすくします
・施策 8   総合的な交通環境の向上を図ります
・施策 10 ふるさと団地の再生を推進します
・施策 13 農業を振興します
・施策 16 文化・スポーツを通して、市民が輝く環境づくり

を進めます

・施策 21 高齢者に必要なサービスを提供するとともに、要
介護状態を予防・改善します

・施策 22 高齢者の生きがいづくりや社会参加を促進しま す
・施策 27 生活安全の向上を図ります
・施策 28 豊かな自然環境を次世代へ継承します
・施策 29 快適な生活環境を守ります
・施策 31 子どもの健やかな育ちを実現します
・施策 32 明るく楽しい子育てを支援します
・施策 40 ふるさと川西の文化遺産を保存・継承・活用し

ます

◆…主な課題…◆
・近所の人の交流が少なくなり、関係の希薄化が進んでいるため、近所関係の改善が必要である
・自治会に参加しない人が増え、活動が低下しているため、対応が必要である
・高齢化が進み、自治会の役員のなり手が少なくなってきたため、世代交代を進めることが必要である

◆…地域のありたい姿…◆
・日常生活の中であいさつや声かけを通して、近隣住民のつながりが形成されているような地域にしたい




